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E要約] The purposes of this study were (1) to make a Sentence Completion Test for the 
Elderly(SCT-E) ， (2) to clarify their psychosocial development in late life， and (3) to examine rela-
tions between psychosocial development and subjective well-being. The subjects were 264 elderly 
persons at home(176 men and 88 women， mean age:69.82 years old). SCT-E was constructed by 
eight related conceptions of psychosocial development:①attitudes to life，②attitudes to death，③ 
time perspectives，④generativity，⑤wisdom，⑥faith，⑦commitments to society， and ⑧ body con-
sClOusness 
As a result， the elderly of more than 70 years old were more positive than the younger older 
persons(65"""'-'69 years old) in estimating their vocational life in attitudes to life. Making compari-
sons between men and women， men were significantly more positive than women in estimating their 
marriage life in attitudes to life. But women were significantly more positive than men in estimat 
ing their friendships in commitments to society and their time perspectives to the past. 
Subjective well-being was measured by the Philadelphia Geriatric Center Morale Scale(PGC). 
Subjects were divided into two groups by the median of total PGC score. The high score group of 
PGC was significantly more positive than the low score group of PGC in attitudes to death， time 
perspectives， generativity， commitments to society， and body consciousness. 
Eキイワード] Psychosocial development， Elderly， Sentence Completion Test 
I 問題と自的
超高齢社会を迎える現代において，高齢者は平均寿
命の伸長とともに長期化した老年期の生き方を問われ
ている EriksonC1950，1959，1964，1982)1 )2)3川は人聞
を生涯に渡って発達する存在と見倣し個体発達分化
の図式を提示した.人生には8つの発達段階があり，
それぞれに特有の心理社会的危機を設定したここで
危機とは分岐点という意味であり，従来の心的体制が
新しく再体制化される決定的なときであるー心理社会
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的危機は対の概念で表され，発達にとって同調的傾向
と非同調的傾向からなり，両者の力の均衡状態を示す
という.
老年期の心理社会的危機は「統合対絶望」である.
“身体的な限界に加えて…(中略)…今はもう変えられ
ない過去と，未だ知ることのできない未来を受け入れ，
起こりがちな失敗や手抜かりは認め，必然、的に起こる
絶望感と，生き続けるのに欠かせない全体的な統合と
の感覚との聞にバランスをとろうと苦闘している自分
を発見する" “…現在生きている世代の中でうまく
釣り合う位置に自分を置き無限の歴史的連続の中で
の自分を受け入れるという，課題に直面する"
(Erikson， Erikson， & Kivnick，1986， Pp.59).5)老
年期は成功も失敗も含めて人生をかけがえのないもの
として受けとめることが求められ，それが限りある生
を積極的に捉えるとともに，死をも受容することにつ
なカまる.
こうした老年期の心理社会的危機と，過去@現在・
未来に対する時間的展望は密接に関連しており，その
際に異なる世代との相互的な交流の重要性が指摘され
ている.高齢者が若い世代とかかわったり経験を伝え
合うことによって，過去の自己を再評価したり，以前
の発達段階における未解決の問題に再度取り組むこと
ができる.未来に対しては生命が死しでもなお，自己
の価値観や精神が次の世代に号|き継がれるという世代
継承の信頼をもつことができる.これらが高齢者の人
生と死に対する態度に肯定的に寄与するとされている.
以上のような課題は身体的精神的老化や職業上の
引退を経つつ，それぞれの個人が特有のあり方で，社
会における現実的なかかわりを定位しながら行われる.
また，自己の経験から独自の信念を醸成してそれを信
じることのできる態度が必要とされる一方で，他者の
異なる信念も取り入れ岨関することのできる柔軟な価
値体系が求められる.
上記の Eriksonの心理社会的発達論をまとめ，
Buhler (1968)6)， Jung (1969)7)， Gould (1972)8)， 
Levinson (1978)9)， Neugarten (1968)10)， Calson 
(1984)11)， Santrock (1985)ω，岡本 (1985)ω，堀内
(1993)叫も参照して，老年期の心理社会的発達に関連
する概念を挙げた.すなわち①人生に対する態度，②
死に対する態度，③時間的展望，④世代性，⑤知恵，
⑥信仰，⑦社会への関与，⑧身体意識である(表 1). 
①人生に対する態度と②死に対する態度は， I統合
対絶望」に直接関連する主題である.③時間的展望と
④世代性は，個人内及び個人間のライフ・サイクルを
表す.⑤知恵は生涯で培ってきた個人の価値観や信念
であり，CQ:信仰はそれらを信じる態度や，宗教に対す
る態度を内包する.⑦社会への関与と⑧身体意識は社
会的コミットメント及び，老化や健鹿に対する意識で
ある.老年期の心理社会的危機である①，②に対して
③から⑧が関与すると考えられる.
ところで，老年期の心理社会的発達に関する研究は
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面接法の他 P 質問紙や文章完成法 (Sentence
Completion Test:以下SCTと記す)により主に積み重
ねられてきた.質問紙の代表的なものとして，
Domino & Hannah (1989)1ヘDomino& Affonso 
(1990)16)は，乳児期から老年期までの心理社会的発達
を評価するInventory of Psychosocial Balance 
(IPB)を作成した.IPBとCaliforniaPsychological 
Inventory(Gough， 1960:CPI)17) • Social Maturity 
Index及び， IPBとCPI.Self -Realization Scaleで，
それぞれ有意な正の尺度間相闘を見出した心理社会
的発達のバランスは，社会的成熟度や自己実現傾向と
関連するとされた
SCTと面接法を組み合わせた研究として，
Beaton(1991)18)はSCT (Washington University 
Sentence Completion Test for Ego Development， 
Fallot，1979-1980: WUSCTED)19)により自我発達のレ
ベノレを測定し，ライフ@レビューにおける回想のスタ
イル(肯定型，否定型，絶望型)との関連を検討した.
肯定型は非肯定型(否定型絶望型)に比してSCT得
点、が有意に高く，自我発達レベルの高さが示された
SCTの利点として特筆されることは，質問紙に比し
て対象者に比較的自由な回答が委ねられるため，高齢
者の多様な価値観や，肯定と否定を含んだ多層の言語
表現を測定可能な点である.成人期及び老年期に焦
点、をあてたSCTに関する代表的な研究では，下仲
(1988)20)が高齢者の自己概念をSCTにより評価した
過去，現在，未来の自己や家族，友人関係における自
己に加えて，死生観や加齢観まで多面的なアプローチ
は意義深いが，高齢者の対社会的な自己の位置づけや，
ライフ@サイクルという発達的視点を考慮する必要が
あると思われる.また岡本。山本(1985)21)はErikson
の心理社会的発達課題を測定する自我同一性SCTを作
成したこれは乳児期から老年期までの発達を網羅し
ており有用であるが，老年期については人生や死に対
する態度や仕事の評価という内容に留まっている.
以上のように，老年期の心理社会的発達を評価する
には人生や死への態度を明らかにすることはもちろん
であるが，時間的展望や世代性も併せて取り上げる必
要がある.また，高齢者の身体意識や社会との関与も
含めて，総合的に検討する必要があるが，こうした視
点から老年期の心理社会的発達を評価するSCTは未開
拓であると考えられる.
表 1 老年期の心理社会的発達における関連視念
関連概念 定 義 SCT-E項目
自分の人生の成功も失敗も受けとめ， 1回限りのかけ
①人生に対する態度 がえのない人生であったと見なしている また生涯発達 4， 5， 19， 22 
を評価し，自分なりの意味づけをしている.
死をいつか自分にも訪れるものとして認識しており，
②死に対する態度 人生の必然的な帰結として受けとめている.また，死を 12. 18. 24 
考えることで，余生をより豊かに捉えている.
過去から現在、さらに未来に至る一貫した時間感覚を
③時間的展望 もち，加齢を自覚するとともに，人生の有限性を認識し 7. 8. 9. 20 
ている.
次の世代を育てることや子や孫の成長や教育に対して
積極的な関心をもっている.若い世代に対して信頼感を
④世代性 持ち F 自分が死んでも精神や価値観が受け継がれる感覚 3. 11. 14. 16. 17 
を有する.また，自分の生命は両親や先祖を含めて，歴
史的に引き継いだものであるという認識がある.
一生の中で多様な経験から学んだ深い知識や判断から
⑤知恵 くる知恵をもっている。また自分なりの価値観を形成 10. 21 
している。
宗教的なものや精神的なものを信頼し，それらに対す
⑥信仰 る自分なりの態度を確立している.自分が傾倒する価値 23， 25 
観や思想などに希望をもって関与している.
仕事，趣味，友人関係等の社会とのかかわりに対して，
⑦社会への関与
自分なりのコミットの方法が確立しており，それに満足
2. 13. 15 
感をもっている社会に対する自己の位置づけを認識し
ている
⑧身体意識
自分の身体状態を適正に意識しており，健康に対する
1， 6 i関心も適切にもっている.
表2 対象者のプロフイール (N)
」性 別 家族講成 教育歴 過去の職業 現在の職業
男性 176 独 居 48 小卒 3 無 職 26 無職 231 
女性 88 夫婦2人世帯 128 中卒 36 有 職 238 有職 33 
=世代家族 49 高卒 145 44 
そ の 他 39 大卒 79 非製造業 157 
不明 1 不明 37 
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さらに人生と死の受容には現在の心理的適応が
重要であると考えられる.下仲@河合@中里@長田
(1992)2勺ま，心理的適応を自尊感情，抑うつ感情等か
ら見て，これらと自我の統合の関連を検討した.その
結果，自我の統合が達成されている者ほど，自尊感情
が高く，抑うつ感情が低いことが認められた.岡本(1
995)お)は，生活満足度尺度(LifeSatisfaction Index 
A:Neugarten， Havighurst， & Tobin，1961 :LSI-A 
)24)を参考にして，①日常の生活@活動の充実感，②
人生の意義の認識@自分の人生の受容，③自分の人生
の目標の達成感，④肯定的な自己像，⑤肯定的な将来
展望@楽天的な態度を内包する精神的充足感を測定す
る尺度を作成した精神的充足感は，健康や経済状態
等生活の諸側面に対する満足度が高い高齢者で，また
主体的欲求を有する者で有意に高かった このように，
人生と死の受容には現在肯定的な自己像を有すると
ともに，不安や抑うつ感が低く情緒的に安定している
ことが必要であると考えられる.また身体的にも社会
的にも生活に対して主観的な満足感をもつことが関与
する
以上の文献展望を踏まえて，本研究においては，①
老年期の心理社会的発達を評価するSCTを新たに作成
し，②時間的展望，世代性も含めて，高齢者の人生や
死に対する態度を明らかにするとともに，③現在の心
理的適応との関連を検討することを目的とする.
E 方法
1.調査対象者及び調査手続き
調査対象は，中部地方の政令指定都市であるA市の
高年大学及び生涯教育センターで学ぶ65歳以上の在宅
高齢者である.調査は1995年12月に筆者が講座時間に
配布し持ち帰り調査とした.有効回答数は264名(男性
176名.女性88名.平均年齢69.82歳)であった(表 2) 
対象者の中で，配偶者のある者は199名，配偶者のな
い者は65名(このうち死別47名)であった居住形態
は独居48名，夫婦2人世帯128名， 3世代同居49名，そ
の他39名であった.過去の職業は有職238名，無職26
名であり，有職者の職種は製造業44名，非製造業157
名，不明(未回答)37名であった現在の職業は有職
33名，無職231名であった.教育歴は小卒3名，中卒36
名，高卒145名，大卒79名，不明1名であった
以下に示すSCTの他に，老年期の心理的適応を評価
する目的でPGCモラール@スケーノレ(Lawton，1975)25)
を実施した.PGCモラール@スケールは主観的幸福感
を測定し，①心理的安定性，②老いに対する態度，③
孤独@不満感の下位尺度から構成され，現在の情緒状
態や加齢の評価を知ることができる点で有用である
他に対人的ネットワーク，健康状態，趣味等も尋ねた.
2.測定尺度の作成
Eriksonによる老年期の心理社会的発達を測定する
目的でSCTを作成した(SentenceCompletion Test 
for the Elderly:以下SCT-Eと記す).下仲(1988)20)
等を参考にして，上述の関連概念に2'"'"'5項目 p 計30項
目のSCTを作成した.在宅高齢者10名に予備調査を実
施した後，心理学研究者2名と項目内容の適切さを協
議し， 25項目のSCT-Eを作成した(表3). 
3.回答の評定と整理
回答は各項目ごとに整理し他項目の内容に依らず
評定することとした Gruen(1964)26)，岡本@山本(1
985)")等を参考に評定基準を作成し，それに従って項
目を肯定，中立，否定に評定し それぞれ3""'1点を与
えた.また項目によっては必要に応じて，内容の下位
分類を行った 3段階の評定は 2名の評定者(そのう
ち1名は筆者)が実施し評定者間の信頼性(Ebelの公
式)は.79'-".96であった.
直結果
1.年齢及び性による比較
1 )年齢による比較
最初に年齢の中央値で60歳代と70歳以上に二分し，
年齢によるど検定を行った(表4).その結果，有意
差の見られた項目は， 122.私の人生で仕事はJ(χ2 
=6.31， df=2， p.<.05)であった.有意な傾向が見ら
れた項目は， 114子どもや若い人を育てることは」
(ど=4.80，df=2， p.<.l)であった
2 )性による比較
次に性別によりど検定を行った(表5).その結果，
有意差の見られた項目は， 14私の人生で 3 結婚は」
(χ2=12.81， df=2， p.く.01)，119.私の夫(妻)は」
(χ2=15.50， df=2， p.<.OOl)， 12.友だちづきあいは」
(χ2ニ 20.80，dfニ 2，p.く.001)，120.よく思い出すのはJ
(ど=8.61，dfニ 2，p.<.05)であった傾向差の見ら
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表3 老年期の心理社会的発達を評価するSCT(SCT-E)の項目
1.私のからだは 2.友だちづきあいは 3.私にとって，子どもは
4.私の人生で，結婚は 5.一生をふりかえると 6.私にとって，健康は
7.年をとるにつれて 8. 65歳をすぎたら 9. これからは
10.私の人生観は 11.私にとって P 孫は 12.人は死んだら
13.私は社会の中で 14.子どもや若い人を育てることは 15.私の生きがいは
16.私は，両親やご先祖様から 17.歴史の中で，私の人生は 18.私は死を考えると
19.私の夫(妻)は 20. よく思い出すのは 21.人生で学んだことは
22.私の人生で，仕事は 23.私にとって，宗教は 24.私が心配に思うのは
25.私が信じるものは
表4 年代による比較
関連概念
項目
年代
肯定
中立
否定
ど検定
*** P. <.001 
①人生に対する態度
22.私の人生で，仕事は
65'"'-'69歳 70歳~
62 70 
67 46 
13 5 
dfニ 2， χ2ニ 6.31* 
日 P.く.01 * P. <.05 十P.く.1 
④世代性
14.子どもや若い人を育てることは
65"""69歳 70歳~
70 
45 
44 
52 
27 24 
df= 2， χ2=4.80十
注)有意差の見られた項目のみ記した
表5-1 性別による比較
関連概念
項目
性別
肯定
中立
否定
ど検定
* * * P .<.001 
①人生に対する態度
4.私の人生で結婚は
男性 女性
③時間的展望
19.私の夫(妻)は
男性 女性
20. よく思い出すのは
男性 女性
19 21 
80 36 
7o 26 
dfニ 2， χ2ニ 8.61* 
102 33 115 34 
60 37 51 37 
1 15 7 10 
df= 2 χ2ニ 12.81* * df= 2 χ2=15.50*** 
**P.<.Ol * P.く.05 十P.<.1 
注)有意差の見られた項目のみ記した.
表 5-2 性別による比較
関連概念
項目
性別
肯定
中立
否定
④世代性
14.子どもや若い人を育てることは
男性 女性
⑤社会への関与
2.友だちづきあいは
男性 女性
95 72 
51 13 
3o 3 
df= 2，χ2 =20.80*** 
?
??
?
?
? ?? ? ?
??
?
?、
?
?
?
?? ?
ど検定 df= 2， X2 =5.84 + 
* * * P. <.001 * * P .<.01 * P. <.05 + P .<.1 
注)有意差の見られた項目のみ記した
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表 6-1 主な項目の内容分析
関連概念 ①人生に対する態度 ②死に対する態度 ③時間的展望
項 目 5.一生をふりかえると 18.私は死を考えると 7.年をとるにつれて
評 定 内容 (N) 内容 (N) 内容 (N) 
1.過去経験の肯定 54 1.積極的受容 22 1.性格の肯定的変化 25 
2.実績への満足感 20 2.消極的受容 19 2.目標のある生き方 21 
肯 定
3.後悔の否定 9 3.余生の再考 18 3.健康への関心 20 
4.外界への感謝 6 4.死に方の願望 16 4.人生の再考 9 
5.現在の幸福感 2 5.対人関係の変化 6 
6.その{也 12 
計 91 75 93 
1.否定的評価
23 1.否定的感情 31 1.身体的老化、病気 51 
5 2.死の回避、否定 20 2.精神的老化 30 
2.再挑戦の願望
3 3.恐怖 17 3.性格の否定的変化 13 
3.受動的選択の後悔
4.後悔，やり残した 10 4.時間感覚の変化 5 
否 定 4.過去経験の否定
こと 4 5.孤独感 5 
5.その{1ft 6.不安 5 
7.限界感 4 
8.その{也 5 
計 32 82 118 
中 立 140 80 51 
欠損値 27 2 
表 6-2 主な項目の内容分析
関連醗念 ④世代性 ⑤知恵 ⑥信仰
項 目 14.子どもや若い人を育てることは 10.私の人生観は 23.私にとって宗教は
評 定 内容 (N) 内容 (N) 内容 (N) 
1.肯定的評価 36 1.肯定的人生観 117 1.心理的支え 44 
2.養育の重要性 35 2.肯定的将来展望 22 2.肯定的評価 25 
肯 定
3.社会的継承の認識 18 3.肯定的人生回顧 21 3.やすらぎ・安心感 17 
4.伝承・相互教育 10 4.人智を超えたもの 6 4.人間的成長 11 
5.生きがい 7 の認識 5.信仰の実践 8 
6.その他 8 6.その{也 5 
言十 114 166 110 
1.否定的評価 43 1.否定的人生回顧 4 1.関心の希薄さ 14 
否 定
2.時代の相違 6 2.否定的将来展望 3 2.関与しない 14 
3.関与しない 2 3.後悔 3 3.否定的評価 11 
4.見つからない 2 4.不信 10 
計 51 12 49 
中 立 97 70 90 
欠損値 2 16 15 
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表6-3 主な項目の内容分析
関連概念 ⑦社会への関与 ⑧身体意識
項 目 13. 私は社会の中で 1 .わたしのからだは
評 定 内 容 (N) 内 t仕マ (N) 
1.社会参加への関心 48 1.健康 105 2.人生の肯定的評価 25 2.親，神からの授かりもの 13 3.社会における自己の認識 20 3.若さの強調i円E二 定 8 4.将来展望 16 4.健康管理への関心 6 5.社会奉仕への関心 13 5.誇り・自信
6.その{也 9 5 
計 131 137 
1.有用感の欠如 10 1.病気・けが 20 
否 定 2.存在感の希薄さ 9 2.不健康 18 3.社会参加の否定 4 3.老化 8 
4.その{也 4 4.肥満 4 
言十 27 50 
中 立 103 77 
欠損値 3 。
表7-1 PGCモラール・スケール得点群による比較
関連概念 ①人生に対する態度 ②死に対する態度
項 目 4.私の人生で 19.私の夫 20.私の人生で 18.私は死を結婚は (妻)は 仕事は 考えると
P G C "-'1点 12点~ --1点 12点~ ，._1点 12点~ ，._1点 12点~
肯 定 58 77 69 80 58 74 32 43 
中 立 54 43 46 42 63 50 36 44 
否 定 18 8 13 4 12 6 52 30 
ど検定 dfニ 2，χ2=7.75 * dfニ 2，X2 =5.74+ df=2，χ2 =5.40+ df=2，χ2ニ 8.28*
*** P. <. 001 本*P. <. 01 *P. <. 05 十P.<. 1 
注〉有意差の見られた項目のみ記した.
表7-2 PGCモラール・スケール得点群による比較
関連概念 ③時間的展望
項 目 7.年をとるにつれて 8.65歳をすぎたら
P G C""-'11点 12点，._.， ，._1点，.._， 12点~
肯定 37 56 70 76 
中立 21 30 31 38 
否定 75 43 27 14 
ど検定 dfニ 2，χ2ニ 14.09*** dfニ 2，X2 =5.08十
***P.<. 001 **P.<. 01 *P.く.05 十P.<. 1 
注)有意差の見られた項目のみ記した
④世代性
17.歴史の中で、私の人生は
--1点 12点~
10 24 
56 69 
55 27 
df=2，χ2 =16.67*** 
表7-3 PGCモラール・スケール得点群による比較
⑦社会への関与
2.友達づきあいは 13.私は社会の中で
関連概念
項目
P G C 
肯定
中立
否定
--11点，.... 12点，.._ ，._1点 12点~
80 87 60 71 
30 34 51 52 
24 9 21 6 
ピ検定 dfニ 2，χ2=7.30* df=2，χ2 =9.23ホ*
* * * P. <. 001 * * P . <. 01 * P . < 05 十P.<. 1 
注)有意差の見られた項目のみ記した
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④身体意識
1.わたしのからだは
~11点 12点~
57 80 
43 34 
3416 
dfニ 2，χ2ニ 11.34*本
れた項目は 114子どもや若い人を育てることは」
(ど=5.84，df=2， p.く.1)，であった
2.内容分析
ここでは，老年期の心理社会的発達の関連概念で，
主な項目について内容分析を行った(表6).ただし，
重複回答も含むため，合計は対象者数を超過する.
①人生に対する態度では，項目 15一生をふりかえ
ると」を見ると，肯定的な態度 (91名)として，過去
経験の受容 (54名)，実績への満足感 (20名)，現在の
幸福感 (2名)等が挙げられる.否定的な態度 (32名)
では苦労等の否定的評価 (23名)，再挑戦の願望(5 
名)や受動的選択の後悔(3名)等が見られた
②死に対する態度では， 18.私は死を考えると」で
肯定的な態度 (75名)として，積極的受容 (22名)，
消極的受容(19名〉等が認められた.否定的な態度
(82名)では，否定的感情@意味づけ (31名)，死の回
避@否定 (20名)，恐怖 (17名)等がうかがえた
③時間的展望では， 17.年をとるにつれて」で肯定
的変化 (93名)として，性格の肯定的変化 (25名)，
目標のある生き方 (21名)，健康への関心 (20名〉の
他，人生や生き方の再考 (9名)等も見られた.否定
的変化 (118名)は，身体的老化 (51名)，精神的老化
(30名)の他，時間感覚の変化 (5名)，能力の限界感
(4名)等が挙げられた
④世代性では， 14.子どもや若い人を育てることは」
を見ると，世代性に対する肯定的態度(114名)とし
て，養育の肯定的評価 (36名)，養育の重要性(35名)，
社会的継承の認識 (18名)等がうかがえた
⑤知恵では 110.私の人生観は」で，肯定的な人生
観 (117名)，将来展望 (22名)，人智を超えたものの
認識 (6名)等肯定的態度が見られた (166名).
⑥信仰では， 125.私にとって宗教は」で，宗教に対
する肯定的態度 (110名)として，心理的支え (44名)，
宗教への肯定的評価 (25名)，安らぎ@安心感(17名)，
人間的成長 (11名)等が見られた一方，否定的態度
(49名)として，関心の希薄さ (14名)，関与しない
(14名)，不信 (10名)等が挙げられた
⑦社会への関与では， 113私は社会の中で」におい
て肯定的態度 (131名)として，社会参加への関心(48
名)，社会における自己の肯定的評価 (20名)，社会奉
仕への関心 (13名)等が認められた.
⑧身体意識では， 11.わたしのからだは」を見ると，
肯定的態度(137名)として健康 (105名)，若さの強
調 (8名)，誇り@自信(5名)等が見られた
3. PGCモラール。スケールとの関連
1) PGCモラール@スケールの因子分析
主観的幸福感と老年期の心理社会的発達の関係を検討
するために， PGCモラー ノレ e スケールとの関連を分析
した最初にPGCモラール@スケールの因子分析(主
成分解ーパリマックス回転)を行ったところ， 2因子
を抽出した.因子負荷量=.30以上の項目から下位尺
度を構成し，尺度構成を行ったただし 2因子に渡っ
て高い因子負荷量の見られたものは，項目内容から分
類したその結果，各尺度の信頼性係数 (Cronbach
のα係数)は.63'"-'.6であり，信頼性が確認された
下位尺度は①[加齢に対する態度]と②[心理的安
定]を構成した①[加齢に対する態度]は， 19.あ
なたは若いときと同じように幸福ですかJ，114.あな
たは今の生活に満足していますか」等の項目から成り，
年を取ることや人生に対する評価を示す内容である.
②[心理的安定]は 115あなたはものごとを深刻に
考える方ですかJ，111あなたは心配だったり気になっ
たりして，眠れないことがありますか」等の項目を含
み，現在抑うつ感が低く情緒的に安定した状態を表す
下位尺度聞に有意な相関が認められた(Pearsonの相
関係数 rニ .28，p.<.OO1). 
2) PGCモラール@スケール高低群による比較
次に，下位尺度の合計得点をPGCモラール@スケール
得点として，その中央値でPGC高得点群と低得点群に
二分し， PGC得点群によるど検定を行った(表 7). 
その結果，有意差の見られた項目は， 11.わたしのから
だはJ(χ2ニ 11.34，df=2， p.く.01)，12.友だちづき
あいはJ(χ2 =7.30， dfニ 2，p.<.05)， 14.私の人生で，
結婚はJ(χ2 =7.75， dfニ 2，p.<.05)， 17.年をとる
につれてJ(χ2 =14.09， df=2， p.く.01)， 13.私は
社会の中でJ(χ2 =9.23， df=2， p.<.Ol)， 117.歴史
の中で，私の人生はJ(χ2 =16.67， df=2， p.<.OOl)， 
18.私は死を考えるとJ(χ2ニ 8.28，df=2， p.<.05)， 
であった.傾向差の見られた項目は 18.65歳をすぎ
たらJ(χ2 =5.08， dfニ 2，p.<.l)， 19.私の夫(妻)
はJ(χ2 ~5.74 ， dfニ 2，p.<.1)， 122.私の人生で，仕
事はJ(χ2二 5.40，df=2， p.<.1)で、あった
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町考案
1 .在宅高齢者の心理社会的発達
1 )年代による特徴
年齢の中央値で二分した60歳代と70歳以上で比較し
たところp ①人生に対する態度において， 122.私の人
生で仕事は」で， 70歳以上で60歳代よりも肯定的な回
答が多かった 60歳代では“仕事は生活の糧“
(" “は回答例を示す)という中立的な回答が多く，
職業生活の評価を保留する者が見られた.Atchley 
(1985)幻〕は退職前後の変化について，退職以前，ハ
ネムーン P 鎮静期，魔術からの解放期，再方向づけ，
日常生活のマンネリ化P 活動の全体的低下という 7つ
の位相に分類した これは退職前に退職後の生活につ
いて空想や準備をすることから実際に退職を迎えて
喜びとくつろぎの時期を経て虚脱感の経験から生活
を再構成した後，健康の衰え等により活動が低下する
過程である.60歳代は定年退職に対する適応のプロセ
スにあり，人生における職業生活の意味づけは今後の
課題であると推測される.
2 )性別による特徴
①人生に対する態度で， 14.私の人生で，結婚はJ，19. 
私の夫(妻)は」において，有意に男性は肯定的な回
答が女性に比して多く 女性は中立的な回答が目立っ
た.これは，⑦社会への関与における 12.友だちづき
あいは」とも関連すると思われる.友人関係の評価は，
女性は男性より有意に肯定的な者が多く、否定的な者
が少なかった
杉井@本村(1992)お)は老年期のソーシャル@サポー
トを必要とする問題領域を身辺介護領域，情緒的問題
領域，経済的問題に分け，サポート@ネットワークに
ついて性別による比較を行った.その結果，男性は身
辺介護領域と情緒的問題領域で，女性に比して有意に
配偶者依存度が高かった一方，女性は身辺介護領域
と情緒的問題領域で男性に比して有意に，ネットワー
クにおける親族資源数が多かったさらに女性では情
緒的問題領域において男性よりも有意に，友人@隣人
資源数も多かったここから，男性は配偶者に重点化
し固定化されたネットワーク構造をもつのに対して，
女性はサポートの領域に応じて，配偶者，親族，友人，
隣人などを含めた柔軟なネットワーク構造を形成して
いると結論づけている.
男性は，定年退職後の対人関係を再構成する途上に
あるため配偶者に依存する傾向が強く，女性は成人期
から形成したネットワークで友人や子どもにも援助を
求めることができると考えられるーこうした，成人期
からのライフ・スタイルやサポート@ネットワークか
ら，男性は結婚生活や配偶者への評価が肯定的な者が
多く，一方で女性は結婚生活の肯定的側面も否定的側
面も捉えた現実的な見方であると思われる.
次に，③時間的展望における項目 120.よく思い出
すのは」で，女性が男性に比して有意に肯定的な回答
が多かった.これは過去を想起して回答するものであ
るが，女性では，幼少期，学生時代，過去の仕事等に
関する肯定的な回答が見られた.男性では戦争経験を
挙げる者が多く，否定的な過去の回顧がうかがえた.
3 )総合的検討
ここでは，老年期の心理社会的発達における関連
概念について，項目の内容分析から総合的に考察する.
①人生に対する態度では，項目 15.一生をふりか
えると」を見ると，肯定的態度では“私として生まれ
合わせたことをいつも喜んでいます"といった自己受
容とともに，実績への満足感をもっている 否定的態
度では“やり直しができるものなら 1から出直したい"
という後悔や焦りがうかがえる.また，中立的，両価
的評価が多く，高齢者が人生の成功にも失敗にも開か
れた姿勢であることがうかがえる.
②死に対する態度では， 118.私は死を考えると」
で“幸せな人生だからいつ死んでもよい"という積極
的受容や"仕方がない“という消極的受容とともに，
余生の大切さを再認識するなど死によって生をより
豊かにする姿勢が見られる.否定的態度では“前途は
真っ暗闇になります"等の悲観的な意味づけの他
“今は考えたくない"という回避，否定，恐怖等が強
い.河合@下仲・中里(1996)29)は，日本の高齢者は死
そのものより死ぬ際の苦しみに対する恐怖が高く，死
後を積極的に評価するよりも現世からの回避より死
を受容する傾向を指摘した.死の訪れに予測や統制が
不可能なことの苛立ちゃ死後の家族や社会への不安
が高く，死の受容は困難な課題であると言える.
③時間的展望では， 17年をとるにつれて」で精神
的，身体的老化や限界感の一方で， “迷いがなくなっ
て，多くのことを受容できるようになった"という性
格の変化や， “自分の思うように生きられるようにな
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りました"といった生き方の再考等で，加齢に伴う肯
定的な側面を見出している.
本研究の対象者は明治末期から昭和初期の生まれで
あり，第二次世界大戦を経て日本の戦後復興を支えた
人々である.昭和末期から平成期にかけての経済的に
豊かな社会を迎えるまで社会の混乱の中で仕事や家
庭のために働き，自己犠牲的に生きてきた人も多い.
定年退職や子どもの独立を経て，ようやく老年期に自
己の欲求に気づいたり，戦争のため青年時代に断念し
たことを生涯学習で実現しようと試みる人もある.彼
らにとって老年期は老化という現実と直面しつつも，
人格の成熟や新しい生活への機会とも捉えられると言
える.
④世代性では， 1円1比4子どもや若い人を育てること
は」で養育の重要性や社会的継承の認識がうかがえたた. 
田畑@星野.佐藤@坪井.橋本@遠藤(α19ω96的)3
年期における孫@祖父母関係評価尺度を新たに作成し，
両者の関係で相互に時間的展望や世代継承性を促進す
る機能をもつことを明らかにした青年期の孫と祖父
母がかかわることによって，お互いに人生や死につい
て考える機会をもったり 世代聞のつながりを感じる
ことができるという.本研究のSCT-Eからも高齢者の
世代性の認識を把握できた一方，次世代の養成につ
いて，否定的評価や時代の相違による世代間ギャップ
を挙げる者も見られた.
⑤知恵でで、は「円10.私手私ムの人生観lはま」を見るとι，
公平，希望，奉仕，対人関係の協調"等が挙げられた.
この他，老後に子どもに依存しないという自立の主張
も散見されたしかし，人生観について考えなかった
り，未だ見つからないと回答した者も見られた.
⑥信仰では， 125.私にとって，宗教は」を見ると，
宗教が心理的支えや安らぎ・安心感になっており，人
間的な成長を見出す者もあった.逆に関心の希薄さや
不信も散見されたまた，中立的回答では先祖供養や
冠婚葬祭として宗教を捉える者もあった宗教の教義
から理解し日常的に信仰活動を行うよりも，先祖から
伝わり家を守るものとして機能する日本的な特質があ
ると推測される.
⑦社会への関与では， 1円1日3私は社会の中で」を見
るとと"何かを貢献できる人間として余生を送りたい
"弱者の支えとなり，できるだけ社会奉仕に心がけた
い“というような，社会参加や奉仕に対する関心が高
い.本対象者は生涯教育機関で学ぶと同時に，老人会
役員等それぞれの地域で、中心的役割も担う者が少なく
ない.地方都市部の60歳から70歳代， 80歳代前半の高
齢者で，自ら生涯教育機関を訪れる者は，退職し子ど
もが巣立つた後も社会的に引退せず¥地域社会で役割
をもち効力感を得るとともにその資源を他者に還元
したいという願望が強い.一方で，自分は役に立たな
いという否定的態度の者もあり，今後は高齢者個人の
ニードに応じた社会への関与が可能なことが求められ
る.
⑧身体意識では， 11.わたしのからだは」を見ると
健康な者が多く，若さをアピー/レし誇りを示す者も散
見された.一方病気@けがや老化を訴える者もあった.
2.老年期の心理社会的発達と心理的適応
人生と死の受容には，現在の心理的適応が関与する
ことを検証するために心理的適応の指標としてPGC
モラール@スケールで担IJ定される主観的幸福感を取り
上げて， SCT-Eとの関連を分析した
①人生に対する態度では， 14.私の人生で，結婚は」
で主観的幸福感の高い者が低い者よりも有意に肯定的
な評価が多かった星野@山田@遠藤@名倉(1996)31)
は高齢者のQualityof Lifeを評価する尺度を作成し，
心理的満足度の関連要因を明らかにした.施設入所者
では人生の受容に趣味の有無，家族関係満足度が有意
な相闘を示し，社会への関与とともに，配偶者や家族
に対する主観的な満足感が重要であると言える.
②死に対する態度では， 118私は死を考えると」
で主観的幸福感の高い者は有意に死に対する否定的態
度が少なかった①人生に対する態度において 15.一
生をふりかえると」では有意差はなく，むしろ②死に
対する態度で有意差が認められた本研究では死の評
価の方が主観的幸福感と密接な関連を示した
③時間的展望では，項目 17.年をとるにつれて」
で主観的幸福感の高い者は有意に肯定的な回答が多く，
否定的な回答が少なかった現在心理的適応の高い者
は，過去から現在p 未来への加齢に伴う変化について，
積極的に意味づけていると考えられる
④世代性では， 117.歴史の中で，私の人生はJで主
観的幸福感の低い者は否定的回答が多かった.老年期
の心理的適応には、自己を‘大事な細胞の1つで、ある"
というように歴史における位置づけを認識するととも
に， “重要な役割を果たした" “社会の進展に貢献し
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たと思う"といった充実感や達成感をもつことが重要
であると見なされる しかし主観的幸福感の低い者
はそうした意識が希薄であると考えられる.
⑦社会への関与では， 12.友だちづきあいはJ及び
113.私は社会の中で」で，主観的幸福感の高い者は友
人関係や社会に対する定位が肯定的な者が多く、否定
的な者が少なかった岡本(1995)23)は，友人関係や社
会生活に対する満足度の高い高齢者は精神的充足感が
高いことを見出しており 本研究でも同様の結果が得
られた.
⑧身体意識では， 11.わたしのからだは」で主観的
幸福感の高い者は肯定的な回答が多く、否定的な回答
が少なかった.星野@山田@遠藤@名倉(1996)31)は，
心理的満足度の中でも特に精神的安定に擢病数が寄与
することを指摘した短期的な心理的適応には，身体
状態が影響しやすいと考えられる.なお，⑤知恵，⑥
信仰ではPGCモラール@スケー/レ得点の高低群によ
る比較において，有意差の見られた項目はなかった.
Wood & Witte(1981)辺)は老年期の心理社会的発
達である「統合対絶望」について，尺度聞の関係か
ら検討した「統合」の測度としてLSI-A (N eugarten， 
Havighurst， & Tobin， 1961)2へ「絶望」の出IJ度とし
てDeathAnxiety Scale (Templer， 1970:DAS)33)， 
過去の心理社会発達課題の測度としてEgoIdentity 
Scale(Rasmussen， 1964:EIS)34)を用いた.その結果，
LSI-AとEISは男女ともに有意な正の相関があったが，
DASとLSI-A，DASとEISでは男性のみで有意な負の
相関が見られた.人生と死の受容は並行して進行する
ものでなく，様々なプロセスがあると考えられる e 今
後は，個人内傾向を分析し，老年期の心理社会的発達
過程の多様性を捉えることが必要である.
〔付記〕
本研究は日本心理学会第60回大会における発表
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貴重なご助言を賜りました田畑治教授y 梶田正巳教授，
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します.また， S CTの評定にお力添えを頂いた茂木
七香氏(名古屋大学医学研究科)にお礼申し上げます.
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